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大腸菌汚染地点が過半数 多摩川中・下流域 
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「あなたの分析室Ｗｅｂシステム｣ 過去データから最新の分析結果、分析の進捗状況まで 

あなたのパソコンからいつでも好きなときにご確認いただけます。 

まずは、お問合せください。 

今すぐ、結果が知りたい！っと思った事ありませんか？ 業界初新サービス、しかも無料！ 

 

多摩川の中流・下流域では、し尿汚染の指標である大腸菌群が環境基準に適合していないと

ころが調査地点の過半数を占めています。 

調査は２００５年の６月、１１月に１９区市が多摩川(１５地点)と支流１２河川(２３地点)の合計３８地点

で水を採取し、ｐＨ、ＢＯＤ、ＳＳ、大腸菌群数などを調べました。その結果、多摩川の中・下流域では１１

地点のうち６月は９地点、１１月も６地点が大腸菌群数が基準に適合していませんでした。有機性汚

濁の指標となるＢＯＤについても、６月に中流域２地点で基準不適合となっています。なお、重金属

類、有害有機化合物など健康項目についてはいずれも全て基準値に適合していました。 

 

当社では河川、排水、下水など水質汚濁に関する分析について、長年の実績と経験がござい

ます。是非お気軽にお問い合わせください。 
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   水質分析箇所 清水圭介 
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